








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































」 （元興寺伽藍縁起） 」 。これを























































































集が「女に返し与えた。 」と訳していることを問題にしている。 『日本霊異記』 時代におい は、 「タマハル」は謙譲の本動詞の用法しかなく、尊敬の補助動詞になるのは中世以降であることから、全集が「 （ ）賜
たまは
り（ぬ） 」と訓じて
「 （返し）与え（た。 ） 」と訳したのはおかしいとする。また「いただく」意の謙譲語とするなら、 「衆僧が女人に（銭四貫を）返して
いただく
」では意をなさないから、 「いただく」意ではないことを示している。この箇所について、全書
（朝日古典全書）や角川文庫は「女人に返 賜はらむ」までを衆僧の会話部としている。この場合、女人が衆僧から銭をいただくのであって、 「衆僧が女人からいただく」 ではないから首肯でき難いと述べている。　
そこで、藁谷氏は尊敬の用法として「賜ふ（たまふ） 」と訓めば解決がつくのではないかと提案している。すなわち、












「乃去天賜焉」 （乃ち天に去り賜ひき。 ） （ 「賜」④）「願罪脱賜」 （願はくは罪を脱し賜へ。 ） （ 「賜」②）
　
藁谷氏が補助動詞か本動詞か決めがたいとするのは、先に扱った「返賜女人」 （女人に返し賜ひぬ） （ 「賜」⑤）であ
る。氏の本動詞か補助動詞 の弁別基準は「与える」の意が当てはまるかどうかである。そのため、筆者（田島）が補助動詞として扱った①の「流聞大安寺丈六仏衆生所願急能施賜」 （大安寺の丈六の仏、衆生 願ふ所を 急に能く施し賜ふと流へ聞き。 ）については本動詞として扱っている。 「 」自体にも「与える」意があるために 「与える」意が「施」単独によるものであるか、 「施」 「賜」ともに「与える」意を表しているかの判断が困難であるからであろう。　「
貺
」では次の４例が補助動詞として扱われている。ただし最初の２例については、藁谷氏は「補助動詞的だが、本
動詞と解せないこ もない」とする。この２例については、動詞と「貺」との間に目的語を挟んでいる形になることから、 「本動詞とも解せないこともない」とする であろう。


































下に置かれ のに対して、謙譲の補助動詞は 上に置かれ返読する形を って る。このようなことから、人々の意識の中に、尊敬 補助動詞と とではそ 扱 に異なりがあったことが窺われる。
注
１
　
この箇所の訓み下しについては、新全集と同じ校注者（中田祝夫）による『日本古典文学全集
　
日本霊異記』
　（一九七五年
　
小学館）との異同はない。
日本文学ノート
　
第四十八号
－126－
２
　『日本霊異記』の読み下し文を掲げる場合はこの新全集による。
３
　『日本霊異記』の索引である春日和男・原栄一編『説話の語文─日本霊異記漢字索引─』 （桜楓社
　
一九七五年）と藤井俊博
編『日本霊異記漢字索引』 （笠間書院
　
一九九九年）を利用した。
４
　
湯澤幸吉郎『室町時代の言語研究』 （一九二九年
　
大岡山書店、一九八一年
　
風間書房）
112頁や、 『日本国語大辞典
　
第二版』
の用例参照。
５
　
他に新全集と集成とが「つかまつる」と訓んでいる例が１例（下巻第三十縁）ある。この箇所を新大系は「たてまつる」と
する。
６
　
私の調査とは用例数が異なる。松下論文からはどの用例が補助動詞であるのか判断できない。
７
  どの用例かわからない。
８
  この例は先に扱った「賂奉」の用例のことであろう。
９
　
漢文的な文章における日本語的語順と敬語や会話文との関わりについては、既に池上禎造先生が「真名本の背後」 （ 『国語国
文』第十七巻四号
　
一九四八年、後に『漢語研究の構想』
　
岩波書店
　
一九八四年
　
所収）において、次のようにさりげなく述
べている。
漢字を用いた文献は多く、破格といわれるものも中古の公家日記からあらわれはするが、それは敬語とか対話を写す時などに多く、少なくとも語序を勝手にしようと意図は無かったようである。
なお、引用は『漢語研究の構想』による。
183頁。
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『日本霊異記』の敬語の補助動詞
